
京
都
府
消
防
操
法
大
会 

 

令
和
６
年
８
月
２５

日
（
日
）、
第
２９

回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
が
京
都
府
立

丹
波
自
然
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、
第

２
分
団
第
１
部
（
郷
之
口
支
部
）
が
「
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」
に
出
場
し
ま
し

た
。 こ

の
大
会
は
府
内
の
消
防
団
員
の
技

術
向
上
と
士
気
高
揚
を
図
る
た
め
、
２

年
に
１
度
開
催
さ
れ
、
今
回
は
２１

市
町

村
の
消
防
団
が
出
場
し
ま
し
た
。
炎
天

下
の
な
か
大
会
が
始
ま
り
、
前
川
部
長

を
中
心
に
選
手
・
団
員
が
一
丸
と
な
り

訓
練
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
素
晴

ら
し
い
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
し
ま 

★操法選手インタビュー  

操法大会を終えた選手たちに感想をお聞きしました。 

皆さん総じて、サポーターの方々へ感謝！感謝！感謝！ 

○上辻 久光（指揮者・指導員） 

 今回も急遽参加が決まりましたが、一緒に操法を行っ 
た選手の皆さんのおかげで宇治田原町消防団のチカラを 
披露できたのではと思っています。楽しかったな。 
 
○唐澤 蓮太郎（１番員） 
「終わってしまった」という感覚で、訓練が無くなっ 

たギャップに今はポカンと何かが抜けた感じで寂しいで 
す。熱い夏が終わっちゃいました。 
 
○平野 聖虎（２番員） 
 誰も怪我なく無事に終わったことが本当によかったと 
思っています。訓練は長期間に及びましたが、楽しくで 
きました。最高の夏の思い出です。 
 
○今西 哲也（３番員）  
 小型ポンプからの放水が最後まで安定しませんでした 
が、指揮者や１番員に助けられました。結果に悔いは残  
りますが、最後までやり抜くことができてよかったです。 
 
○井山 大登（補助員） 
 今年から参加させていただき、訓練や大会に参加する 
ことで多くのことを学ぶことができ、大変貴重な経験を 
させていただきました。熱さが半端なかったです。 
 

第１分団第１部南支部 

    第３部湯屋谷支部 

    第４部奥山田支部 

    第５部銘城台支部 

第１分団第１部南支部 

    第３部湯屋谷支部 

    第４部奥山田支部 

    第５部銘城台支部 

第２分団第１部郷之口支部 

    第２部荒木・高尾支部 

    第３部岩山支部 

    第５部緑苑坂支部 

第１分団第３部湯屋谷支部 

    第４部奥山田支部 

第２分団第１部郷之口支部 

第１分団第２部立川支部 

第２分団第４部禅定寺支部 

     

★宇治田原町消防団 ミニ知識★ 

  

第１分団：廣垣分団長 

     南・立川・湯屋谷・奥山田・銘城台支部 

第２分団：田中分団長 

     郷之口・荒木高尾・岩山・禅定寺・緑苑坂支部 

 

合わせて、２７３名が宇治田原町の安心・安全を守っています。 

皆さん消防団が２分団に分かれていることを知っていましたか？ 

★小隊長インタビュー 

小隊訓練の指揮を務めた下岡孝行副分団長に感想をお聞きしました。 
 

コロナ禍により６年ぶり、自身にとっては本部役員になって初めての総

合訓練となり、小隊長を務めることは不安と責任感でいっぱいでした。 

２支部合同は初めてで、団員さんになかなか 

上手く伝えられず試行錯誤しながらの訓練でしたが、全員が真面 

目に訓練に取り組んでいただき、本番では素晴らしい小隊訓練を 

披露することができました。 

これを機に、より一層の団結力、結束力で消防団活動に取り組 

んでいけると思います。 
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団
員
募
集
中 

宇
治
田
原
町
消
防
団
で
は
、
団

員
の
募
集
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

問い合わせ先 

女
性
消
防
団
員
感
想 

団
員
さ
ん
が
仕
事
終
わ
り
で
お
疲
れ 

の
中
、
訓
練
を
キ
ビ
キ
ビ
と
意
欲
的
に

実
施
さ
れ
、
何
よ
り
も
楽
し
そ
う
な
の

が
印
象
的
で
し
た
。
大
会
本
番
で
は
一

糸
乱
れ
ぬ
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
感
動
☆
キ
ラ 

キ
ラ
☆ 

全
力
で
操
法
に
取
り
組
む
団
員
さ
ん

が
と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。 

 
 

宇
治
田
原
町
消
防
団
総
合
訓
練 

 

令
和
６
年
９
月
１４

日
（
土
）
、
コ

ロ
ナ
禍
な
ど
を
経
て
６
年
ぶ
り
に
宇

治
田
原
町
消
防
団
総
合
訓
練
が
住
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
各
支
部

が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。 

 

当
日
は
団
員
１０５

名
と
積
載
車
１０

台
が
出
動
し
、
団
員
一
人
ひ
と
り
が

厳
正
な
規
律
を
身
に
つ
け
、
品
位
の

向
上
と
団
結
を
強
固
に
士
気
を
高
め

る
よ
う
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。 

 

参
加
し
た
団
員
は
「
各
個
訓
練
」

「
礼
式
訓
練
」「
操
法
訓
練
」「
小
隊

訓
練
」
を
披
露
し
ま
し
た
。
花
形
の

「
小
隊
訓
練
」
に
は
、
春
か
ら
２９

回

の
訓
練
を
重
ね
て
き
た
第
１
分
団
第

２
部
と
第
２
分
団
第
４
部
が
臨
み
、

小
隊
長
の
下
岡
孝
行
副
分
団
長
の
号

令
に
合
わ
せ
一
糸
乱
れ
ぬ
行
進
を
披

露
し
ま
し
た
。 

  

し
た
。 

 

春
か
ら
大

会
に
向
け
２７

回
も
の
訓
練

を
重
ね
て
き

た
選
手
の
キ

ラ
キ
ラ
と
し

た
笑
顔
が
と

て
も
印
象
的

で
し
た
。 

【
各
個
・
礼
式
訓
練
】 

全
て
の
消
防
団
活
動
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
団
員
各
個
人
の
規

律
心
の
養
成
、
厳
正
な
態
度
等
を
身

に
つ
け
る
も
の 

 
 各 個 訓 練 礼 式 訓 練 

【
操
法
訓
練
】 

消
防
用
機
械
器
具
の
取
扱
い
及
び

操
作
方
法
の
向
上
を
図
る
た
め
の
訓

練
で
、
消
火
活
動
に
必
要
と
な
る
安

全
・
確
実
で
迅
速
な
動
き
の
習
得
を

図
る
も
の 

 
 操 法 訓 練 

【
小
隊
訓
練
】 

部
隊
訓
練
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
消
防
団
活
動
に
必
要
不
可
欠
な

迅
速
的
確
で
秩
序
の
あ
る
部
隊
行
動

を
錬
成
す
る
も
の
で
、
訓
練
を
通
し

て
部
隊
の
団
結
、
規
律
、
志
気
を
向

上
し
、
指
揮
者
の
指
揮
能
力
の
向
上

を
図
る
も
の 

 
 

小 隊 訓 練 

【
団
旗
登
壇
】     

【
団
長
あ
い
さ
つ
】 


